
中
世
成
立
期
の
安
房
国

｜
源
頼
朝
上
陸
の
背
景
｜

野

口

実

は
じ
め
に

鎌
倉
時
代
の
仏
教
の
特
徴
と
し
て
地
方
出
身
の
僧
た
ち
の
活
躍
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
さ
ら
に
親
鸞
や
忍
性
・
叡
尊
の
よ
う

に
、
畿
内
出
身
で
あ
り
な
が
ら
長
く
東
国
に
居
住
す
る
者
も
あ
ら
わ
れ
る
。
従
来
、
そ
う
し
た
現
象
の
背
景
は
鎌
倉
幕
府
の
成
立
や
宗

教
者
自
身
に
よ
る
辺
境
の
民
衆
救
済
の
意
志
と
い
っ
た
視
角
か
ら
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、
中
世
成
立
期
（
摂
関
・
院
政
期
）
に
お
け
る

東
国
の
文
化
状
況
に
関
す
る
近
年
の
研
究
成
果
は
、
武
士
の
在
京
活
動
な
ど
、
当
該
期
の
都
鄙
間
交
流
の
活
況
を
明
ら
か
に
し１

）
、
そ
こ

に
は
、
中
央
仏
教
界
か
ら
疎
外
さ
れ
た
り
、
更
な
る
勉
学
の
場
を
求
め
る
僧
た
ち
に
と
っ
て
主
体
的
な
活
動
の
場
が
用
意
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
親
鸞
が
長
く
常
陸
国
笠
間
を
生
活
の
場
と
し
た
の
は
、
彼
の
文
化
的
あ
る
い
は
宗
教
的
な
営
為
を
満
た
す
だ
け
の
物

的
・
人
的
環
境
が
そ
こ
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
見
通
し
を
、
私
は
宇
都
宮
（
八
田
）
氏
の
京
都
権
門
と
の
関
係
や
常
陸
平
氏
の

本
拠
地
付
近
の
文
化
環
境
に
関
す
る
研
究
成
果
か
ら
得
て
い
る２

）
。
し
た
が
っ
て
、
鎌
倉
時
代
に
坂
東
か
ら
渡
宋
（
元
）
僧
や
新
た
な
宗
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派
を
生
み
出
す
よ
う
な
僧
が
出
現
す
る
理
由
を
解
明
す
る
の
に
は３

）
、
そ
の
前
段
と
な
る
時
代
に
お
け
る
東
国
諸
地
域
の
文
化
環
境
に
つ

い
て
具
体
的
な
考
察
を
進
め
る
必
要
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
私
は
武
士
団
研
究
と
の
関
わ
り
で
下
野
・
下
総
・
常
陸
な
ど
の
文
化
環
境
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
目

を
転
じ
て
、
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
小
国
安
房
に
焦
点
を
当
て
て
み
た
い
、
当
国
は
い
わ
ゆ
る
「
鎌
倉
仏
教
」
の
立
役
者
の
一
人
で
あ

る
日
蓮
を
生
ん
だ
地
で
あ
る
。
京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
に
お
け
る
平
成
二
七
年
度
の
共
同
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
た
「
鎌
倉

仏
教
と
地
方
武
士
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
に
は
も
っ
と
も
相
応
し
い
国
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
ず
は
、

こ
の
国
の
中
世
前
期
に
お
け
る
政
治
・
文
化
状
況
を
中
央
と
の
関
係
か
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。

一

古
代
安
房
国
の
行
政
区
画
と
国
力

『
和
名
類
聚
抄
』
に
見
え
る
安
房
国
の
郡
・
郷
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
群
郡

砥
河
（
と
が
わ
）

余
戸

達
良
（
た
た
ら
）

石
井
（
い
は
い
）

狭
隈
（
さ
く
ま
）

長
門
（
な
が
と
）

大
里
（
お
ほ
さ
と
）

穂
田
（
ほ
た
）

川
上
（
か
は
か
み
）

駅
家

白
浜
（
し
ら
は
ま
）

安
房
郡

太
田
（
お
ほ
た
）

塩
海
（
し
ほ
み
）

麻
原
（
を
は
ら
）

大
井
（
お
ほ
い
）

河
曲
（
わ
は
わ
）

白
浜
（
し
ら
は
ま
）

神
戸
（
か
む
べ
）

神
余
（
か
む
の
あ
ま
り
）

朝
夷
郡

御
原
（
み
は
ら
）

新
田
（
に
ふ
た
）

大
瀦
（
お
ほ
ぬ
ま
）

満
禄
（
ま
ろ
）

健
田
（
た
け
た
）
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長
狭
郡

壬
生
（
に
ぶ
）

日
置
（
へ
き
）

田
原
（
た
は
ら
）

酒
井
（
さ
か
い
）

伴
部
（
と
も
べ
）

賀
茂
（
か
も
）

丈
部
（
は
せ
つ
か
べ
）

置
津
（
お
き
つ
）

安
房
国
は
養
老
二
年
（
七
一
八
）、
上
総
国
南
部
の
四
郡
が
分
割
さ
れ
て
成
立
し
た
。
天
平
十
二
年
（
七
四
一
）
再
び
上
総
国
に
合

併
さ
れ
た
が
、
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
に
あ
ら
た
め
て
分
立
し
て
近
代
に
至
っ
て
い
る
。『
古
語
拾
遺
』
に
阿
波
の
斉
部
が
海
路

移
住
し
て
住
ん
だ
と
こ
ろ
を
安
房
と
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
小
国
安
房
は
、「
海
の
道
」
に
よ

っ
て
中
央
の
権
力
と
結
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
陸
地
の
面
積
の
狭
い
安
房
が
独
立
し
た
国
と
な
っ
た
の
は
海
上
交
通
の
要
地
で
あ
る

こ
と
と
豊
富
な
海
産
物
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た４

）
。

『
延
喜
式
』（
巻
第
二
十
八

兵
部
省
）
に
よ
る
と
、
安
房
国
の
健
児
の
数
は
三
十
で
、
上
総
の
三
分
の
一
、
下
総
の
五
分
の
一
に

過
ぎ
ず
、
ま
た
毎
年
造
る
べ
き
武
器
も
、
甲
が
二
領
、
横
刀
四
口
、
弓
十
二
張
、
征
箭
十
二
具
、
胡

（
や
な
ぐ
い
）
十
二
具
と
少
な

い
が
、
馬
牛
牧
で
は
上
総
が
馬
牧
・
牛
牧
各
一
、
下
総
が
馬
四
、
牛
牧
一
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
安
房
に
は
白
浜
・
分
師
の
馬
牧
が
あ

っ
た
。

二

流
刑
地
と
し
て
の
安
房
国

古
代
の
安
房
国
は
小
国
な
が
ら
産
業
・
交
通
の
面
で
相
対
的
に
大
き
な
機
能
を
有
し
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
が
、
さ
ら
に
特
徴
的
な

の
は
伊
豆
・
常
陸
と
と
も
に
重
犯
罪
者
の
東
国
に
お
け
る
流
刑
地
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
（『
拾
芥
抄
』
巻
下

第
十
八

赦
令
部
）。

院
政
期
以
降
で
も
、

治
二
年
（
一
〇
八
八
）
に
大
宰
府
目
代
を
つ
と
め
て
い
た
肥
後
前
司
源
時
綱
が
宇
佐
八
幡
宮
の
神
輿
を
射

た
罪
で
安
房
に
配
流
（『
中
右
記
』
同
年
十
一
月
三
十
日
条
）。
康
和
五
年
（
一
一
〇
三
）
に
は
伊
勢
離
宮
院
に
放
火
・
落
書
を
行
っ
た
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罪
で
伊
勢
大
神
宮
の
前
禰
宜
荒
木
田
宣
綱
が
伊
豆
に
配
流
さ
れ
た
時
、
そ
の
従
者
で
実
行
犯
と
目
さ
れ
る
大
中
臣
末
武
も
安
房
に
流
さ

れ
て
い
る
（『
本
朝
世
紀
』
同
年
八
月
十
三
日
条
）。
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
に
は
石
清
水
の
都
維
那
賢
祐
を
射
殺
し
た
罪
で
、
そ
の

同
僚
で
あ
っ
た
円
秀
法
師
が
（『
平
戸
記
』
寛
元
二
年
十
月
十
四
日
条
）、
仁
平
元
年
（
一
一
五
二
）
に
は
右
兵
衛
尉
中
原
遠
章
が
殺
人

罪
で
（『
本
朝
世
紀
』
同
年
十
一
月
二
日
条
）、
保
元
の
乱
（
一
一
五
六
）
に
際
し
て
は
僧
範
長
が
謀
叛
の
罪
で
（『
兵
範
記
』
同
年
八

月
三
日
条
）、
ま
た
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
に
は
当
国
に
流
さ
れ
て
い
た
周
防
国
住
人
多
々
良
忠
遠
が
召
喚
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
（『
玉
葉
』
同
年
十
月
八
日
条
）。
そ
し
て
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
に
は
伊
勢
大
神
宮
の
訴
え
に
よ
っ
て
筑
前
国
博
多
に
あ
る
住
吉

社
の
神
官
佐
伯
昌
守
が
安
房
に
流
さ
れ
て
い
る
（『
玉
葉
』
同
年
五
月
三
日
条
）。
こ
の
と
き
、
昌
守
と
と
も
に
同
社
神
官
の
昌
助
と
昌

家
が
伊
豆
・
隠
岐
に
配
さ
れ
て
い
る
が
、『
吾
妻
鏡
』
に
よ
る
と
、
翌
四
年
の
段
階
で
は
昌
助
・
昌
守
は
と
も
に
伊
豆
に
い
た
ら
し
く
、

彼
ら
を
扶
持
す
る
た
め
に
下
向
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
住
吉
小
大
夫
昌
長
（
昌
助
の
弟
）
は
、
反
平
家
の
挙
兵
に
起
ち
上
が
っ
た
源
頼

朝
の
門
下
に

候
し
て
い
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
、
彼
ら
の
流
刑
の
原
因
は
対
外
交
易
を
め
ぐ
る
反
平
家
的
行
動
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う５
）

。こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
安
房
と
伊
豆
の
関
係
で
あ
る
。『
吾
妻
鏡
』
に
は
、
佐
伯
昌
守
は
治
承
二
年
正
月
三
日
、
昌
助
は
翌
年
五

月
三
日
に
伊
豆
に
流
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
先
述
の
よ
う
に
『
玉
葉
』
に
よ
れ
ば
昌
守
の
配
所
は
安
房
で
あ
っ
た
。
昌
守
は
五
月
に
な
っ

て
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
伊
豆
に
流
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
流
人
の
身
で
あ
り
な
が
ら
安
房
と
伊
豆
を
自
由
に
移
動

し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
当
時
の
安
房
と
伊
豆
は
海
の
道
を
通
じ
て
極
め
て
親
近
な
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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三

安
房
と
伊
豆

永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
五
月
、
検
非
違
使
別
当
で
あ
っ
た
中
御
門
（
藤
原
）
宗
忠
は
、
左
兵
衛
尉
源
行
遠
の
郎
等
を
殺
害
し
た
安

房
国
住
人
公
政
を
、
彼
を
郎
等
と
し
て
い
た
源
為
義
に
命
じ
て
召
喚
し
よ
う
と
し
た
が
、
為
義
は
公
政
に
は
安
房
に
季
則
と
い
う
本
主

が
い
る
と
称
し
た
り
、
公
政
は
よ
く
伊
豆
に
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
か
ら
上
洛
す
る
だ
ろ
う
と
言
っ
て
彼
を
引
き
渡
そ
う
と
し

な
か
っ
た
。
こ
の
頃
、
公
政
は
旧
主
で
あ
る
検
非
違
使
尉
の
源
重
時
へ
の
負
物
の
弁
済
を
の
が
れ
て
、
源
為
義
の
庇
護
を
頼
る
立
場
に

あ
っ
た
と
い
う
（『
中
右
記
』
永
久
二
年
五
月
十
六
・
十
七
・
二
十
八
・
三
十
日
条
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
の
主
従
関
係
が
多
元
的

で
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
公
政
が
伊
豆
国
と
も
関
係
を
も
っ
て
い
た

と
い
う
事
実
で
あ
る
。
彼
は
「
度
々
在
伊
豆
」（
三
十
日
条
）
と
い
う
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
す
で
に
伊
豆
｜
大
島
｜
安
房
を
中
継
点
と
す

る
畿
内
と
陸
奥
を
結
ぶ
太
平
洋
の
航
路
が
開
か
れ
て
お
り
、
為
義
が
公
政
の
引
き
渡
し
を
拒
ん
だ
背
景
に
は
、
当
時
源
氏
が
そ
の
海
の

ル
ー
ト
の
掌
握
に
意
を
用
い
て
い
た
か
ら
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
吾
妻
鏡
』（
治
承
四
年
九
月
十
一
日
条
）
に
源
頼
義
が
前
九
年
合

戦
の
功
績
で
安
房
国
に
所
領
を
与
え
ら
れ
、
こ
れ
を
伝
領
し
た
義
朝
が
頼
朝
の
蔵
人
任
官
を
祈
る
た
め
伊
勢
神
宮
に
寄
進
し
て
丸
御
厨

が
成
立
し
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
こ
が
頼
義
以
後
、
源
氏
が
奥
羽
や
北
坂
東
に
に
進
出
す
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

戦
国
時
代
、
伊
豆
と
安
房
が
伊
豆
大
島
を
介
す
る
形
で
密
接
な
繫
が
り
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
滝
川
恒
昭
氏
の
指

摘
が
あ
る６

）
。
海
路
を
利
用
し
て
西
国
と
坂
東
を
往
復
す
る
に
は
、
伊
勢
方
面
か
ら
内
海
（
現
、
東
京
湾
）
に
入
っ
て
こ
こ
に
流
入
し
て

い
る
河
川
を
遡
っ
て
内
陸
に
至
る
ル
ー
ト
が
あ
る
が
、
陸
奥
や
関
東
の
太
平
洋
側
の
地
域
に
向
か
う
場
合
は
、
伊
豆
か
ら
大
島
を
経
て
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安
房
に
渡
り
、
上
総
の
東
海
岸
に
出
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
滝
川
氏
は
、『
太
平
記
』
に
安
房
国
一
宮
安
房
神
社
の
外

港
的
役
割
を
果
た
し
、
東
国
海
上
交
通
の
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
伊
豆
大
島
と
対
峙
す
る
位
置
に
所
在
し
た
「
女
良
の
湊
」
が
所
見
す
る

こ
と
や
野
島
崎
に
源
頼
朝
が
上
陸
し
た
と
い
う
説
が
存
在
す
る
こ
と
を
傍
証
と
し
て
挙
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
、
中
世
前

期
か
ら
伊
豆
と
安
房
が
海
を
通
じ
て
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
伊
豆
と
安
房
が
海
路
で
結
ば
れ
て
い
た
こ

と
は
『
二
中
歴
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
日
本
図
か
ら
も
確
認
で
き７

）
、
鎌
倉
時
代
に
東
条
御
厨
の
地
頭
で
あ
っ
た
工
藤
氏
が
伊
豆
の
出
身

で
あ
る
こ
と
も
想
起
さ
れ
る
の
で
あ
る８

）
。

四

安
房
守
の
赴
任
・
離
任
の
コ
ー
ス

時
代
は
逆
行
す
る
が
、
海
上
交
通
と
安
房
に
関
し
て
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
平
忠
常
の
乱
に
際
し
、
政
府
が
安
房
守
に
伊
勢
平
氏
の

平
正
輔
を
補
任
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る９

）
。
こ
の
乱
に
貞
盛
流
平
氏
と
良
文
流
平
氏
の
私
戦
的
側
面
が
認
め
ら
れ
、
政
府
が
貞
盛
流
に

よ
る
忠
常
追
討
と
い
う
方
策
を
と
っ
た
こ
と
は
夙
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
正
輔
が
安
房
下
向
に
あ
た
っ
て
毎
国
二

十
艘
の
船
と
不
動
米
穀
毎
国
五
百
石
を
政
府
に
申
請
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
（『
小
右
記
』
長
元
三
年
五
月
十
四
日
条
）。
正

輔
は
海
路
を
安
房
に
向
か
い
、
海
上
か
ら
忠
常
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
安
房
守
の
海
路
に
よ
る
赴
任
は
特
別
な
事
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
摂
津
住
吉
大
社
の
神
主
で
あ
っ
た
津
守
国
基
は
、

応
徳
二
年
（
一
〇
八
五
）
に
安
房
守
に
補
さ
れ
て
赴
任
し
て
い
た
子
息
の
宣
基
を
訪
ね
て
安
房
に
下
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
帰
途

の
様
子
を
自
ら
の
歌
の
詞
書
に
の
こ
し
て
い
る
（『
津
守
国
基
集
』）。
そ
こ
に
は
「
あ
は
の
国
よ
り
か
み
の
ゝ
道
か
ら
ま
か
り
上
り
し

に
駿
河
の
入
江
の
浦
と
い
ふ
所
に
て
風
ふ
き
て
八
日
ま
で
舟
を
出
さ
ず
」
と
あ
っ
て
、
安
房
か
ら
相
模
な
い
し
は
伊
豆
を
経
て
現
在
の
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静
岡
市
清
水
区
の
清
水
港
に
比
定
さ
れ
る
入
江
の
浦
に
至
る
海
路
の
存
在
が
想
定
可
能
で
あ
る10

）
。
ま
た
、『
後
拾
遺
往
生
伝
』
や
『
元

亨
釈
書
』
に
は
、
嘉
保
三
年
（
一
〇
九
六
）
に
安
房
守
に
任
じ
た
源
親
元
に
つ
い
て
、
仏
教
に
た
い
す
る
信
仰
心
の
厚
い
彼
が
在
任
中

に
善
政
を
敷
い
た
の
で
庶
民
か
ら
も
慕
わ
れ
て
、
離
任
に
際
し
て
柏
崎
浦
か
ら
乗
船
し
た
際
に
、
直
衣
の
袖
を
解
い
て
名
残
を
惜
し
む

人
た
ち
に
遣
わ
し
た
と
い
う
逸
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
柏
崎
浦
は
現
在
の
館
山
市
沼
に
比
定
さ
れ
、
こ
の
地
に
所
在
す

る
国
司
神
社
は
源
親
元
を
祀
っ
て
い
る11

）
。

五

院
政
期
の
受
領
・
知
行
国
主

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
十
二
世
紀
以
降
の
安
房
国
は
女
院
や
院
近
臣
の
知
行
下
に
お
か
れ
た
期
間
が
長
い12

）
。
ま
ず
、
保

延
二
年
（
一
一
三
六
）
か
ら
天
養
元
年
（
一
一
四
四
）
の
二
期
に
わ
た
っ
て
安
房
守
を
つ
と
め
た
藤
原
親
忠
は
鳥
羽
法
皇
の
皇
后
で
あ

っ
た
美
福
門
院
（
藤
原
得
子
）
の
乳
母
父
で
あ
り
、
当
時
安
房
国
が
美
福
門
院
の
分
国
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
承
安

四
年
（
一
一
七
四
）
か
ら
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
の
間
、
知
行
国
主
で
あ
っ
た
こ
と
の
確
認
出
来
る
吉
田
（
藤
原
）
経
房
は
後
白
河

院
の
近
臣
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
源
頼
朝
や
北
条
時
政
と
も
由
縁
の
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）、
平
義
範

と
の
相
博
に
よ
っ
て
に
伊
豆
守
か
ら
安
房
守
に
遷
任
し
て
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
ま
で
、
そ
の
後
も
猶
子
の
有
経
が
仁
安
三
年
（
一

一
六
八
）
ま
で
、
続
い
て
実
子
の
定
経
が
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
ま
で
、
さ
ら
に
そ
の
兄
弟
の
定
長
が
養
和
元
年
（
一
一
八
一
）
ま

で
、
そ
れ
ぞ
れ
安
房
守
を
重
任
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
平
義
範
も
経
房
の
義
理
の
兄
弟
（
定
経
の
叔
父
）
で
あ
っ
た
か
ら
（『
吉
記
』

承
安
四
年
九
月
十
五
日
条
）
十
二
世
紀
後
半
の
安
房
国
は
ほ
と
ん
ど
吉
田
経
房
の
知
行
下
に
置
か
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
あ
る13

）
。
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11～12世紀の安房守

氏 名 所 見 年 月 日 補任など 出 典 ・ 備 考

藤原 実輔 長徳２(996) 1.25 補任 長徳二年大間書
（姓欠）秀俊 寛弘１(1004)3.7 見任 権記

3.22 見任 御堂関白記
大江 時棟 長和１(1012)1.27 補任 外記補任（寛弘５年）

長和４(1015) 見任 本朝続文粋
滋野 善言 長和５(1016)1.12 補任 外記補任（寛弘６年）
藤原 基房 長元２(1029)1.24 補任 公卿補任（同年藤原朝経項）
藤原 光業 長元３(1030)3.27 見任 日本紀略
平 正輔 長元３(1030)3.29 補任 日本紀略

長元４(1031)閏10.27 見任 左経記
（姓欠）真重 長久１(1040)4.13 見任 春記
菅野 成時 永保１(1081)10.11 補任 水左記 帥記 為房卿記
津守 宣基 応徳２(1085) 補任 魚魯愚抄
藤原 孝友 寛治６(1092)1.25 補任 為房卿記
紀 宗政 11 補任 系図纂要
伴 広親 嘉保２(1095)1 補任 朝野群載 第二十二
源 親元 永長１(1096)1.23 補任 中右記 元検非違使
惟宗 基親 康和１(1099)1.23 補任 本朝世紀
惟宗 基重 康和５(1103)2.30 補任 本朝世紀
藤原 宗政 嘉祥１(1106) 補任 魚魯愚抄

嘉祥２(1107)5 没 中右記（5.13条)
藤原 師国 天仁１(1108)1.24 補任 中右記

天永２(1111)1.21 辞任 中右記
（姓欠）範季 天永２(1111)1.23 補任 中右記
（姓欠）宣行 元永２(1119)1.24 補任 中右記
平 宗房 元永２(1119)7.30 補任 中右記
伴 広親 保安２(1121)春 補任 除目大成抄
藤原 隆仲 天治２(1125)3.28 補任 二中歴
藤原 斉章 保延１(1135)3.14 補任 中右記
藤原 親忠 保延２(1136)11.4 補任 中右記

康治２(1143)4.3 見任 本朝世紀 院宮御移 部類記
高階 泰基 久安１(1145)閏10.23 見任 清原重憲記
（姓名欠） 久安５(1149)4.3 重任 本朝世紀 高階泰基
高階 泰基 仁平１(1151)8.11 見任 台記別記
平 義範 仁平２(1152)12.30 補任 兵範記

久寿２(1155)2.29 見任 為親記
保元３(1158)11.26 遷任 保元三年大間書 公卿補任（養和元年藤原経房

項）任伊豆守
藤原 経房 保元３(1158)11.26 補任 兵範記 保元三年大間書 公卿補任（養和元年

藤原経房項）元伊豆守
長寛２(1164)2.28 辞任 公卿補任（養和元年）

藤原 有経 長寛２(1164)2.28 補任 公卿補任（養和元年 藤原経房項）
藤原 定経 仁安３(1168)1.11 補任 山槐記除目部類 兵範記 公卿補任（建久八年）

安元２(1176)2.5 遷任 公卿補任（建久八年）任美濃守
藤原 定長 安元２(1176)1.30 補任 公卿補任（文治五年）

治承４(1180)1.28 重任 玉葉 公卿補任（文治五年）
養和１(1181)12.1 見任 定長卿記

藤原 経房 治承４(1180)10.7 山槐記 ＜知行国主＞
養和１(1181)3.27 玉葉
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六

吉
田
経
房
知
行
下
の
安
房
国

院
政
期
の
安
房
国
に
関
す
る
史
料
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
吉
田
経
房
の
日
記
『
吉
記
』
の
承
安
四
年
（
一
一
七
四
）
三
月
十
一

日
条
に
収
め
ら
れ
て
い
る
同
月
七
日
付
「
左
近
衛
府
牒
」
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
部
の
み
引
用
し
て
お
こ
う
（
髙
橋
秀
樹
編
『
新
訂

吉

記
』
に
よ
る
）。

左
近
府
牒

安
房
国
衙

応
被
早
任
先
例
、
催
進
旧
貢
相
撲
人
子
息
、
兼
又
撰
貢
膂
力
新
点
白
丁
輩
等
状
、

旧
貢
、

御
厩

主
）

案
介
師
景
同
男
、

東
）

安
重
大
夫
保
光

介
大
夫

政
所
大
夫
弘
澄

（
以
下
略
）

こ
の
文
書
は
、
左
近
衛
府
が
朝
廷
の
節
会
相
撲
に
参
加
す
る
相
撲
人
の
「
催
進
」
を
安
房
国
衙
に
命
じ
た
も
の
で
あ
る
が14

）
、
こ
こ
に

所
見
す
る
御
厩
案
主
師
景
・
案
主
大
夫
保
光
・
介
大
夫
・
政
所
大
夫
弘
澄
は
、
安
房
の
在
庁
官
人
で
、
在
地
武
士
と
み
ら
れ
る
存
在
で

あ
る
。

保
元
の
乱
で
安
房
国
の
武
士
は
源
義
朝
に
従
っ
て
お
り
、
半
井
本
『
保
元
物
語
』
に
は
安
西
・
金
摩
利
・
沼
ノ
平
太
・
丸
ノ
太
郎
の

名
が
見
え
る
。「
左
近
衛
府
牒
」
に
該
当
す
る
人
名
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
安
西
氏
が
代
々
「
景
」
を
諱
（
実
名
）
の
通
字
に
し
て
い

る
か
ら
、
師
景
が
こ
れ
に
比
定
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
。

平
治
の
乱
で
東
国
武
士
団
の
棟
梁
（
紛
争
調
停
者
）
で
あ
っ
た
源
義
朝
が
滅
び
た
こ
と
は
、
在
地
に
大
き
な
変
動
を
も
た
ら
し
た
。
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当
時
の
主
従
関
係
は
「
恩
こ
そ
主
よ
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
双
務
的
・
契

約
的
な
も
の
で
あ
り
、
乱
後
、
か
つ
て
の
源
氏
家
人
た
ち
も
、
全
国
の
武
士

に
対
す
る
軍
事
指
揮
権
を
掌
握
し
た
平
家
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

平
家
は
、
当
時
の
地
方
武
士
た
ち
が
直
面
し
て
い
た
在
地
勢
力
同
士
や
一
族

間
で
生
じ
て
い
た
紛
争
を
、
対
立
す
る
一
方
を
引
級
し
、
そ
れ
を
従
属
度
の

強
い
家
人
に
組
織
す
る
と
い
う
よ
う
な
方
策
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
た

た
め
に
、
か
え
っ
て
在
地
社
会
が
不
安
定
と
な
る
状
況
が
み
ら
れ
た15

）
。

安
房
国
に
お
い
て
も
、
か
つ
て
義
朝
に
従
属
し
た
形
跡
が
見
え
な
か
っ
た

長
狭
氏
が
平
家
と
結
ん
で
台
頭
し
、
こ
れ
に
三
浦
半
島
か
ら
浦
賀
水
道
の
制

海
権
を
掌
握
し
て
安
房
国
西
部
に
も
勢
力
を
の
ば
し
て
い
た
三
浦
氏
が
衝
突

す
る
に
至
っ
た
よ
う
で16

）
、
長
寛
元
年
（
一
一
六
三
）
秋
、
三
浦
義
明
の
嫡
子

椙
本
太
郎
義
宗
が
長
狭
六
郎
常
伴
を
安
房
国
長
狭
城
（
千
葉
県
鴨
川
市
）
を

攻
め
た
時
に
う
け
た
傷
が
も
と
で
死
亡
し
た
と
い
う
話
が
『
延
慶
本
平
家
物

語
』（
第
二
末
）
な
ど
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
長
狭
氏
が
平
家
と
関
係
を
結
ん
だ
こ
と
を
直
接
物
語
る
史
料
は
見
出
せ
な
い
が
、
長
狭
郡
に
所
在
す
る
清
澄
寺
に
、
京

都
六
波
羅
蜜
寺
出
土
の
三
鈷
杵
文
平
瓦
と
同
范
と
思
え
る
ほ
ど
瓦
当
文
様
の
似
る
平
瓦
が
伝
存
し
て
い
る
事
実
は
注
目
し
て
よ
い
で
あ

ろ
う17

）
。
長
狭
郡
は
安
房
国
の
北
東
部
に
所
在
し
て
太
平
洋
に
面
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
房
総
半
島
東
岸
を
北
上
す
る
海
上
輸
送

ル
ー
ト
の
存
在
と
機
能
を
想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

12世紀末期の安房国

清澄寺
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こ
の
時
期
、
中
央
政
界
の
状
況
を
み
る
と
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
に
後
白
河
院
の
院
政
が
停
止
さ
れ
、
二
条
天
皇
の
親
政
が
確
立

し
て
お
り
、
三
浦
氏
の
行
動
は
こ
う
し
た
変
動
を
背
景
に
し
た
可
能
性
が
強
い
。
平
清
盛
は
政
治
的
に
は
天
皇
に
、
経
済
的
に
は
院
に

も
奉
仕
を
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
た
か
ら18

）
、
こ
の
事
件
は
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
長
狭
氏
の
勢
力
伸
張
は
知
行
国
主
吉
田
経
房

も
容
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

七

源
頼
朝
の
挙
兵
と
安
房
国

治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）、
伊
豆
に
挙
兵
し
た
源
頼
朝
は
、
石
橋
山
合
戦
で
大
敗
を
喫
し
た
後
、
真
鶴
崎
か
ら
安
房
に
渡
海
し
て
再

起
を
果
た
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
通
説
的
な
理
解
で
は
『
吾
妻
鏡
』
の
筆
致
に
従
っ
て
、
鎌
倉
に
進
軍
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
頼

朝
が
、
敗
戦
に
対
応
す
る
形
で
急
遽
安
房
へ
の
撤
退
を
決
定
し
た
か
の
よ
う
に
受
け
と
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
頼
朝
に
呼
応
し
て
相

模
国
衣
笠
城
に
籠
も
っ
た
三
浦
氏
の
一
党
も
安
房
を
目
指
し
た
こ
と
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
『
吾
妻
鏡
』
よ
り
も

信
頼
性
の
高
い
記
述
の
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
延
慶
本
な
ど
『
平
家
物
語
』
の
読
み
本
系
諸
本
に
は
、
安
房
の
在
地
武
士

で
あ
る
丸
信
俊
や
安
西
明
益
（
明
景
）
が
、
山
木
夜
討
ち
あ
る
い
は
石
橋
山
合
戦
で
頼
朝
軍
に
属
し
た
こ
と
が
見
え
て
お
り19

）
、
す
で
に
、

安
房
の
一
部
が
頼
朝
の
勢
力
圏
に
属
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
三
浦
氏
も
安
房
西
部
に
勢
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
か

ら
、
在
地

勢
力
の
帰
趨
の
状
況
を
考
え
る
と
、
頼
朝
の
安
房
へ
の
渡
海
は
当
初
よ
り
計
画
さ
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
の
傍
証
と
な
る
の
が
、
前
述
し
た
安
房
と
伊
豆
の
密
接
な
関
係
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
注
目
す
べ
き
点
は
、
こ
の
時
の
安
房
の
知
行
国
主
が
、
伊
豆
を
長
く
知
行
し
て
い
た
吉
田
経
房
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
経
房
は
頼
朝
が
少
年
時
代
に
皇
后
宮
や
上
西
門
院
庁
に

候
し
て
い
た
際
の
上
司
で
あ
り
、
直
接
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的
な
関
係
を
有
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
彼
が
伊
豆
守
で
あ
っ
た
と
き
、
当
国
の
在
庁
で
あ
る
北
条
時
政
と
も
関
係
を
も
っ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る20

）
。
そ
し
て
彼
は
頼
朝
に
反
平
家
の
挙
兵
を
促
し
た
後
白
河
院
の
近
臣
で
あ
っ
た21

）
。
危
う
い
人
脈
論
に
な
っ

て
し
ま
う
が
、
敢
え
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
経
房
は
源
頼
朝
と
北
条
時
政
と
情
報
を
交
換
し
つ
つ
、
頼
朝
の
挙
兵
と
安
房
上
陸
に
対
し
て

看
過
な
い
し
は
容
認
す
る
立
場
を
と
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
在
地
の
こ
と
は
在
地
で
」
と
い
う
の
が
下
部
構
造
を
重
視
す
る
戦
後
歴
史
学
の
方
法
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
夙
に
西
岡
虎
之
助
氏

が
『
荘
園
史
の
研
究
』
の
中
で
、
中
央
に
お
け
る
摂
関
家
の
政
争
が
地
方
的
現
象
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
に22

）
、
在
地
の
紛
争
に
つ
い
て
考
察
す
る
場
合
、
中
央
の
政
局
や
人
間
関
係
に
対
す
る
理
解
と
、
官
制
や
身
分
秩
序
な
ど
に
関
す
る
知

識
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
頼
朝
の
挙
兵
に
つ
い
て
も
、
当
時
相
模
国
目
代
で
あ
っ
た
中
原
清
業
が
、
木

曾
義
仲
の
上
洛
を
機
に
鎌
倉
に
下
り
、
鎌
倉
政
権
と
王
朝
政
府
の
橋
渡
し
役
を
果
た
し
た
平
頼
盛
の
家
人
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、『
吾

妻
鏡
』
史
観
に
よ
っ
て
塗
り
固
め
ら
れ
た
源
頼
朝
に
よ
る
鎌
倉
政
権
草
創
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
は
異
な
る
脈
絡
で
理
解
す
る
糸
口
が
見
い

だ
さ
れ
つ
つ
あ
る23

）
。
頼
朝
の
安
房
渡
海
も
そ
う
し
た
観
点
か
ら
再
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
視
点
で
『
吾
妻
鏡
』
に
お
け
る
頼
朝
の
安
房
上
陸
前
後
の
記
事
を
再
検
討
し
て
み
る
と
、
頼
朝
の
安
房
上
陸
は
石
橋
山

敗
戦
に
よ
る
逃
走
と
し
て
で
は
な
く
、
当
初
よ
り
計
画
さ
れ
て
い
た
も
の
と
見
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
衣
笠
合
戦
に
敗
れ
た

三
浦
氏
の
一
党
も
安
房
に
渡
海
し24

）
、
こ
の
機
に
乗
じ
て
宿
敵
で
あ
る
長
狭
氏
を
滅
ぼ
し
て
い
る
。『
吾
妻
鏡
』
は
、
平
家
に
心
を
寄
せ

る
長
狭
常
伴
が
頼
朝
の
宿
館
を
襲
お
う
と
し
た
こ
と
を
察
知
し
た
三
浦
義
澄
が
先
ん
じ
て
長
狭
氏
を
攻
撃
し
た
よ
う
に
記
し
て
い
る
が
、

安
房
が
長
く
吉
田
経
房
の
知
行
下
に
あ
っ
た
こ
と
や
、
安
房
の
在
地
武
士
が
挙
兵
当
初
か
ら
頼
朝
と
と
も
に
行
動
し
て
い
た
可
能
性
が

高
い
こ
と
、
長
狭
氏
が
三
浦
氏
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
総
合
す
る
と
、
長
狭
常
伴
の
滅
亡
は
三
浦
氏
と
の
私
的
関
係
に
よ

る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
翌
年
七
月
、
常
伴
の
郎
等
で
あ
っ
た
左
中
太
常
澄
が
頼
朝
暗
殺
を
は
か
ろ
う
と
し
た
の
も
、
頼
朝
に
敵
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意
の
な
か
っ
た
主
人
が
三
浦
氏
に
討
た
れ
た
の
を
見
殺
し
に
し
た
恨
み
に
よ
る
も
の
と
考
え
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

頼
朝
が
安
房
を
再
起
の
地
と
予
定
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
逗
留
の
期
間
の
長
さ
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
思
う
。『
吾
妻
鏡
』

に
よ
れ
ば
、
安
房
国
平
北
郡
猟
島
に
上
陸
し
た
頼
朝
は
、
上
総
に
向
か
う
ま
で
の
二
週
間
以
上
を
安
房
に
滞
留
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

八
月
二
十
九
日
に
北
条
時
政
等
と
合
流
し
た
頼
朝
は
、
翌
九
月
一
日
、
上
総
広
常
の
も
と
に
向
か
う
方
針
を
固
め
、
当
国
住
人
安
西
景

益
に
「
在
庁
」
を
催
し
、「
京
下
之
輩
」
を
捕
ら
え
て
参
向
す
る
よ
う
に
命
じ
、
三
日
に
は
小
山
氏
ら
坂
東
の
有
力
武
士
に
参
向
を
求

め
る
書
状
を
遣
わ
し
、
上
総
に
向
か
っ
た
。
こ
こ
で
、
長
狭
常
伴
の
敵
対
を
を
察
知
し
た
三
浦
義
澄
が
常
伴
を
討
ち
、
北
上
の
危
険
を

進
言
し
た
景
益
の
館
に
入
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
安
房
が
院
の
近
臣
で
頼
朝
や
北
条
時
政
と
関
係
の
深
い
吉
田
経
房
の
知
行
下
に
あ

り
、
伊
豆
で
挙
兵
し
た
当
初
よ
り
安
西
・
丸
氏
な
ど
の
安
房
国
の
武
士
が
頼
朝
に
従
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
長
狭
氏
の
敵
対
は
三

浦
氏
の
行
動
を
正
当
化
す
る
と
と
も
に
、
の
ち
に
誅
殺
さ
れ
る
上
総
広
常
の
去
就
の
不
明
を
強
調
す
る
た
め
の
曲
筆
と
見
る
こ
と
が
出

来
る
で
あ
ろ
う25

）
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
後
、
頼
朝
は
安
房
に
腰
を
据
え
て
洲
崎
宮
に
参
詣
し
て
神
田
を
寄
進
し
た
り
、
源
氏
ゆ
か

り
の
丸
御
厨
を
巡
見
す
る
な
ど
余
裕
の
あ
る
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
洲
崎
宮
へ
の
参
詣
は
四
部
合
戦
状
本
『
平
家
物

語
』
や
『
源
平
盛
衰
記
』
に
も
記
事
が
見
え
る
。

お
わ
り
に
｜
中
世
前
期
に
お
け
る
安
房
の
文
化
的
環
境

こ
れ
ま
で
、
源
頼
朝
の
挙
兵
成
功
に
お
い
て
安
房
国
の
果
た
し
た
役
割
が
正
当
に
評
価
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ

の
時
代
、
下
総
に
君
臨
し
た
平
家
姻
戚
の
留
住
貴
族
藤
原
親
政
が
千
田
庄26

）
、
坂
東
随
一
の
武
士
団
を
率
い
た
上
総
広
常
が
玉
崎
庄
と
、

と
も
に
房
総
半
島
の
太
平
洋
側
に
本
拠
を
置
い
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
安
房
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
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で
き
よ
う
。

近
世
以
降
現
代
に
至
る
ま
で
、
安
房＝

房
総
半
島
南
端
部
は
関
東
地
方
に
お
い
て
す
ら
辺
境
視
さ
れ
て
き
た
が
、
中
世
前
期
以
前

の
時
代
に
お
い
て
、
安
房
は
畿
内
か
ら
常
陸
・
陸
奥
に
連
な
る
太
平
洋
航
路
に
お
け
る
坂
東
の
入
口
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
前
九
年
合
戦

後
に
源
頼
義
が
の
ち
の
丸
御
厨
を
恩
賞
と
し
て
与
え
ら
れ
た
こ
と
、
平
忠
常
の
乱
に
際
し
て
伊
勢
に
本
拠
を
有
す
る
平
正
輔
が
安
房
守

と
し
て
追
討
の
一
翼
を
担
う
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
こ
と
、
源
為
義
が
保
護
し
た
公
政
な
る
者
が
伊
豆
と
安
房
を
頻
繁
に
往
き
来
し
て
い

た
こ
と
、
吉
田
経
房
が
意
志
的
に
伊
豆
と
安
房
を
自
ら
の
知
行
下
に
置
こ
う
と
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
総
合
す
る
と
、
安
房
の
重
要
性

は
さ
ら
に
際
立
つ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

滝
川
恒
昭
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
近
世
の
地
震
に
よ
る
地
形
の
変
化
も
中
世
以
前
の
安
房
に
対
す
る
理
解
の
妨
げ
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
確
か
で
あ
る27

）
。
今
後
、
伊
豆
半
島
・
伊
豆
大
島
・
房
総
半
島
東
海
岸
、
そ
し
て
茨
城
県
の
太
平
洋
岸
の
中
世
遺
跡
に
対
す
る

発
掘
調
査
や
こ
れ
ら
の
地
域
に
所
在
す
る
寺
院
に
伝
え
ら
れ
た
仏
像
や
石
造
遺
物
に
対
す
る
調
査
研
究
が
進
展
す
れ
ば
、
こ
の
地
域
と

畿
内
・
西
国
と
の
密
接
な
交
流
が
さ
ら
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

物
流
の
往
来
は
人
と
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。
こ
の
こ
と
は
安
房
国
に
中
世
仏
教
の
担
い
手
の
一
人
と
な
る
日
蓮
が
生

ま
れ
育
つ
条
件
を
用
意
し
た
こ
と
と
し
て
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
彼
が
修
行
の
場
と
し
た
清
澄
寺
に
伝
え
ら
れ
た
六
波
羅
蜜

寺
出
土
の
も
の
と
文
様
が
極
似
す
る
平
瓦
は
、
京
都
と
安
房
と
の
間
に
育
ま
れ
た
仏
教
文
化
の
交
流
の
存
在
を
物
語
る
。
親
鸞
が
長
く

居
住
し
た
常
陸
国
笠
間
の
地
と
同
様
に28

）
、
こ
の
時
代
に
は
「
草
深
い
坂
東
」
に
お
い
て
も
、
交
通
・
流
通
の
要
地
に
は
個
人
の
精
神
を

鍛
え
る
に
足
る
ほ
ど
の
文
化
的
空
間
が
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

42



注（
１
）
須
藤
聡
「
平
安
末
期
清
和
源
氏
義
国
流
の
在
京
活
動
」（『
群
馬
歴
史
民
俗
』
第
一
六
号
、
一
九
九
五
年
三
月
）、
川
合
康
「
内
乱
期
の
軍
制

と
都
の
武
士
社
会
」（『
日
本
史
研
究
』
第
五
〇
一
号
、
二
〇
〇
四
年
五
月
）・「
中
世
武
士
の
移
動
の

相
｜
院
政
期
武
士
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
め
ぐ
っ
て
｜
」（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
会
編
『
歴
史
の
な
か
の
移
動
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
桜
井
書
店
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）、
長
村
祥

知
「
後
鳥
羽
院
政
期
の
在
京
武
士
と
院
権
力
｜
西
面
再
考
｜
」（
上
横
手
雅
敬
編
『
鎌
倉
時
代
の
権
力
と
制
度
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年

九
月
）・「
在
京
を
継
続
し
た
東
国
武
士
」（
高
橋
修
編
『
実
像
の
中
世
武
士
団

北
関
東
の
も
の
の
ふ
た
ち
』

高
志
書
院
、
二
〇
一
〇
年
八

月
）、
岩
田
慎
平
「
武
士
の
成
立
と
関
東
」（
同
）、
拙
稿
「
東
国
武
士
と
京
都
」（
同
）、
拙
著
『
源
氏
と
坂
東
武
士
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇

七
年
七
月
）、
同
『
東
国
武
士
と
京
都
』（
同
成
社
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）、
拙
稿
「
京
都
の
中
の
鎌
倉
｜
空
間
構
造
と
東
国
武
士
の
活
動
」

（
福
田
豊
彦
ほ
か
編
『
鎌
倉
の
時
代
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
一
月
）
な
ど
。

２
）
拙
稿
「
下
野
宇
都
宮
氏
の
成
立
と
、
そ
の
平
家
政
権
下
に
お
け
る
存
在
形
態
」（
拙
著
『
東
国
武
士
と
京
都
』
初
出
は
二
〇
一
三
年
三
月
）・

「
宇
都
宮
頼
綱
｜
京
都
で
活
動
し
た
東
国
武
士
」（
平
雅
行
編
『
中
世
の
人
物

京
・
鎌
倉
の
時
代
編

第
三
巻

公
武
権
力
の
変
容
と
仏
教

界
』
清
文
堂
、
二
〇
一
四
年
七
月
）。

３
）
拙
稿
「
了
行
の
周
辺
」（『
東
方
学
報
』
第
七
三
冊
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）・「
東
国
出
身
僧
の
在
京
活
動
と
入
宋
・
渡
元
｜
武
士
論
の
視
点
か

ら
｜
」（『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
第
二
五
号
、
二
〇
一
〇
年
四
月
）・「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
下
総
千
葉
寺
由
縁
の
学
僧
た
ち
の
活
動
｜
了
行
・
道
源

に
関
す
る
訂
正
と
補
遺
｜
」（
京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
第
二
四
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）。

４
）
石
井
進
「
海
か
ら
見
た
安
房
」（『
里
見
氏
稲
村
城
跡
を
み
つ
め
て
』
第
四
集
、
里
見
氏
稲
村
城
跡
を
保
存
す
る
会
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
）。
な

お
、
そ
の
後
の
安
房
国
の
行
政
区
画
変
化
（
中
世
的
郡
郷
の
成
立
）
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
鎌
倉
政
権
の
成
立
と
長
狭
氏
」（
拙
著
『
中
世
東

国
武
士
団
の
研
究
』（
髙
科
書
店
、
一
九
九
四
年
一
二
月
、
初
出
は
一
九
八
〇
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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５
）
拙
稿
「
流
人
の
周
辺
」（
拙
著
『
中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』
髙
科
書
店
、
一
九
九
四
年
一
二
月
、
初
出
は
一
九
八
九
年
四
月
）。

６
）
滝
川
恒
昭
「
戦
国
期
の
房
総
太
平
洋
岸
に
お
け
る
湊
・
都
市
の
研
究
｜
房
総
沖
太
平
洋
海
運
検
討
の
前
提
と
し
て
｜
」（『
千
葉
史
学
』
第
三

一
号
、
一
九
九
七
年
一
一
月
）。

７
）
川
尻
秋
生
「
海
上
交
通
」（『
千
葉
県
の
歴
史

通
史
編

古
代
２
』
千
葉
県
、
二
〇
〇
一
年
三
月
、
第
二
編
第
二
章
第
四
節
）
二
四
八
ペ
ー

ジ
。

８
）
東
条
御
厨
と
同
じ
太
平
洋
側
に
位
置
す
る
上
総
国
伊
南
庄
の
深
堀
氏
も
伊
豆
出
身
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
（
町
田
有
弘
「
上
総
国
御
家
人

深
堀
氏
に
つ
い
て
」『
勝
浦
市
史
研
究
』
第
二
号
、
一
九
九
六
年
三
月
）。

９
）
平
忠
常
の
乱
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
平
忠
常
の
乱
の
経
過
に
つ
い
て
｜
追
討
の
私
戦
的
側
面
｜
」（
拙
著
『
坂
東
武
士
団
の
成
立
と
発
展
』
弘

生
書
林
、
一
九
八
二
年
一
二
月
、
再
刊
、
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
、
初
出
は
一
九
七
八
年
）、
拙
著
『
源
氏
と
坂
東
武
士
』
な
ど

を
参
照
さ
れ
た
い
。

10
）
川
尻
秋
生
「
海
上
交
通
」（『
千
葉
県
の
歴
史

通
史
編

古
代
２
』
第
二
編
第
二
章
第
四
節
）
二
四
七
〜
八
ペ
ー
ジ
。

11
）『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
一
二
巻

千
葉
県
の
地
名
』（
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
七
月
）
一
一
九
三
ペ
ー
ジ
。

12
）
川
尻
秋
生
「
院
政
期
の
房
総
の
国
司
」（『
千
葉
県
の
歴
史

通
史
編

古
代
２
』
第
三
編
第
五
章
第
二
節
）
八
六
八
ペ
ー
ジ
以
下
。

13
）
川
尻
秋
生
「
院
政
期
の
房
総
の
国
司
」、
飯
田
悠
紀
子
「
知
行
国
主
・
国
司
一
覧
〔
天
養
元
年
〜
寿
永
２
年
〕」（
永
原
慶
二
ほ
か
編
『
中
世
史

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
三
年
六
月
）、
中
込
律
子
『
坂
東
八
箇
国
国
司
表
』（
埼
玉
県
県
民
部
県
史
編
さ
ん
室
、
一
九
八
七
年

一
一
月
）、
菊
池
紳
一
・
宮
崎
康
充
「
国
司
一
覧
」（
児
玉
幸
多
ほ
か
監
修
『
日
本
史
総
覧
Ⅱ

古
代
二
・
中
世
一
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九

八
四
年
一
月
）。

14
）
拙
稿
「
相
撲
人
と
武
士
」（
中
世
東
国
史
研
究
会
編
『
中
世
東
国
史
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
二
月
）。
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15
）
拙
著
『
源
氏
と
坂
東
武
士
』・『
武
門
源
氏
の
血
脈

為
義
か
ら
義
経
ま
で
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
二
年
一
月
）。

16
）
拙
稿
「
鎌
倉
政
権
の
成
立
と
長
狭
氏
」。

17
）
山
路
直
充
「
清
澄
寺

軒
瓦
）」（『
千
葉
県
の
歴
史

資
料
編

中
世
１

考
古
資
料
』
第
1
章
10
、
一
九
九
八
年
三
月
）。

18
）
元
木
泰
雄
『
平
清
盛
と
後
白
河
院
』（
角
川
書
店
、
二
〇
一
二
年
三
月
）。

19
）
長
門
本
に
は
「
伊
豆
の
国
よ
り
兵
衛
佐
に
相
随
ふ
輩
」
と
し
て
「
丸
信
と
し
、
安
西
四
郎
為
景
」、

延
慶
本
に
は
「
伊
豆
国
よ
り
兵
衛
佐
に

相
随
輩
」
と
し
て
「
丸
五
郎
信
俊
、
安
西
三
郎
明
益
」
と
見
え
る
。

20
）
川
尻
秋
生
「
平
氏
政
権
と
房
総
」（『
千
葉
県
の
歴
史

通
史
編

古
代
２
』
第
三
編
第
五
章
第
四
節
）、
菊
地
紳
一
「
房
総
三
か
国
の
国
司
に

つ
い
て
｜
鎌
倉
時
代
を
中
心
に
｜
」（『
千
葉
県
史
研
究
』
第
一
一
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）、
拙
稿
「
北
条
時
政
の
上
洛
」（
京
都
女
子
大
学
宗

教
・
文
化
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
第
二
五
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）・「『
玉
葉
』（
九
条
兼
実
）
｜
東
国
武
士
へ
の
視
線
｜
」（
拙
著
『
東
国
武

士
と
京
都
』、
初
出
は
二
〇
一
一
年
一
一
月
）。

21
）
上
横
手
雅
敬
「
院
政
期
の
源
氏
」（
御
家
人
制
研
究
会
編
『
御
家
人
制
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
六
月
）、
元
木
泰
雄
『
河
内
源

氏

頼
朝
を
生
ん
だ
武
士
本
流
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
一
年
九
月
）・「
源
頼
朝
」（
拙
編
『
中
世
の
人
物

京
・
鎌
倉
の
時
代
編

第
二

巻

治
承
〜
文
治
の
内
乱
と
鎌
倉
幕
府
の
成
立
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
四
年
六
月
）。

22
）
西
岡
虎
之
助
「
坂
東
八
カ
国
に
お
け
る
武
士
領
荘
園
の
発
達
」（『
荘
園
史
の
研
究

下
巻
一
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
六
年
五
月
）
五
八
六
・

五
九
〇
ペ
ー
ジ
。

23
）
拙
稿
「
北
条
時
政
の
上
洛
」。

24
）
こ
の
合
戦
は
『
平
家
物
語
』
の
読
み
本
系
諸
本
は
三
浦
義
明
の
悲
壮
な
最
期
を
描
い
て
い
る
が
、『
吾
妻
鏡
』
は
合
戦
そ
の
も
の
の
過
程
を
詳

し
く
描
い
て
は
お
ら
ず
、
さ
ほ
ど
の
激
戦
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
早
川
厚
一
・
佐
伯
真
一
・
生
形
貴
重
『
四
部
合
戦
状
本
平
家
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物
語
註
釈
（
八
）』（
一
九
九
一
年
九
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

25
）『
吾
妻
鏡
』
に
お
け
る
上
総
広
常
の
記
述
の
虚
構
性
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
平
家
打
倒
に
起
ち
あ
が
っ
た
上
総
広
常
」（
拙
著
『
中
世
東
国
武

士
団
の
研
究
』
髙
科
書
店
、
一
九
九
四
年
一
二
月
、
初
出
は
一
九
九
二
年
五
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

26
）
藤
原
親
政
が
千
田
庄
を
本
拠
と
し
た
背
景
と
し
て
は
、
近
世
に
干
拓
さ
れ
た
椿
海
が
中
世
前
期
に
は
太
平
洋
と
接
続
し
た
ラ
グ
ー
ン
様
の
地

形
を
構
成
し
、
港
津
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
十
三
世
紀
前
半
、
上
総
氏
の
地
位
を
継
承
し
た
千
葉
常
秀
｜
秀
胤
（
上

総
千
葉
氏
）
も
太
平
洋
に
注
ぐ
一
宮
川
河
口
近
く
の
大
柳
館
に
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
拙
稿
「
上
総
千
葉
氏
に
つ
い
て
」（
拙

著
『
中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』
初
出
は
一
九
八
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

27
）
滝
川
恒
昭
「
戦
国
期
の
房
総
太
平
洋
岸
に
お
け
る
湊
・
都
市
の
研
究
｜
房
総
沖
太
平
洋
海
運
検
討
の
前
提
と
し
て
｜
」。

28
）
笠
間
を
取
り
巻
く
宇
都
宮
氏
の
文
化
圏
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
下
野
宇
都
宮
氏
の
成
立
と
、
そ
の
平
家
政
権
下
に
お
け
る
存
在
形

態
」（
拙
著
『
東
国
武
士
と
京
都
』
初
出
は
二
〇
一
三
年
三
月
）・
同
「
宇
都
宮
頼
綱
｜
京
都
で
活
動
し
た
東
国
武
士
」（
平
雅
行
編
『
中
世
の

人
物

京
・
鎌
倉
の
時
代
編

第
三
巻

公
武
権
力
の
変
容
と
仏
教
界
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
四
年
七
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
に
お
け
る
平
成
二
七
年
度
共
同
研
究
「
鎌
倉
仏
教
と
地
方
武
士
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」

（【
研
究
代
表
者
】
野
口
実
【
研
究
協
力
者
】
岩
田
慎
平
・
坂
口
太
郎
・
畠
山
誠
・
山
本
み
な
み
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

安
房
国

源
頼
朝

鎌
倉
仏
教
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